
日本基督教団 八ヶ岳教会 主日礼拝  NO.1210  2022 年 2 月 6 日 10:30~ 

牧師  山本護       司式  福田奈里子    奏楽  山本恵美   ※讃美歌は二番までうたいます                                                                     

前  奏 黙想 

讃 美 歌  61 かがやくみとのよ 

祈  禱 

信仰告白 使徒信条 566 

聖  書  詩編 51:12~14 

      ローマの信徒への手紙 8:25~26 

讃 美 歌 517 「われにこよ」と主は今 

説  教  『 新たな創造の可能性 』 

祈  禱 

讃 美 歌  529 ああうれし、わが身も 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 540 みめぐみあふるる 

祝  禱   後  奏        

「神よ、わたしの内に清い心を創造し、新しく確かな霊を授けてください(詩編 51:12)」。「清い心」

の創造、「確かな霊」の新たな授受。この詩人の祈りは実際どういうことであろうか。旧約聖書では世

が大きく変動する時に、霊の働きが強調された。たとえば信仰的な根っこが引き抜かれるほどの危機、

第一回バビロニア捕囚(BC597~587)。捕囚された指導者層の中にあの預言者エゼキエルがいた。 

預言者は霊に連れ出され(ｴｾﾞｷｴﾙ 37:1)、枯れた骨の谷(37:2)で預言させられる。「枯れた骨よ、主の

言葉を聞け～見よ、わたしはお前たちの中に霊を吹き込む。すると、お前たちは生き返る(37:4~5)」。

その描写は実に綿密で(37:7~10)、吹きこまれる霊による人間の再創造を示している(37:12~14)。 

詩人も預言者のように、世の大きな変動期に「霊の創造」を語った。霊による新たな創造(詩編 51:12)

は現代の私たちに語られている、とも言える。コロナ危機の覆いの下では、IT 技術の浸透によって社

会の仕組みや産業構造が急激に変化し、既存の生き方や労働の価値までもが揺さぶられている。 

 八ヶ岳の山麓は開拓伝道を始めた頃とさして変わっていない。教会そのものはどうか。建物は無垢

の木で伝統的な漆喰壁、暖房は薪ストーブで自然派。一方でまた、礼拝のリモート配信やメールのや

り取りは普通のことになり、インターネットを見た新来会者も少なくない。温故知新か、不易流行か。 

 「清い心を創造し、新しく確かな霊を授けてください(詩編 51:12)」。霊による創造を祈り願う詩人

の状況はどういうものか。世の変動で翻弄され、その恐れが自らの罪と向き合う契機になった。「あな

たに背いたことをわたしは知っています。わたしの罪は常にわたしの前に置かれています(51:5)」。罪

は「常に=いつまでも」ここにある。自らを凝視しての罪の自覚は、霊的な創造が始まるきっかけか

もしれない。変動する社会、これにうまく乗ることより、己が罪を見つめる絶好の機会ではないか。 

 「御前からわたしを退けず、あなたの聖なる霊を取り上げないでください(51:13)」。自らの罪に向

かい合う者は、神の「聖なる霊」のみが創造の主体であることを知る。自分なりの努力でジタバタす

ることも意味あろうが、それだけでは激しい潮流に飲み込まれ、罪に縛られたまま流されてしまう。 

 「御救いの喜びを再び味わわせ、自由の霊によって支えてください(51:14)」。思いのまま吹く風の

ごとく(ﾖﾊﾈ 3:8)、私たちは自由の霊に「思いのまま吹かれ」、想像もしなかった「新しく確かな霊(詩

編 51:12)」を授けられる。罪は清められ(51:4)、払われ(51:9)、ぬぐわれ(51:11)、私たちの内に「清い

心(51:12)が創造される。変動する世の混沌の中、自由で喜びにあふれる私に再創造される(51:14)。 

 「同様に〝霊〟も弱いわたしたちを助けてくださる。わたしたちはどう祈るべきかを知らないが、

〝霊〟自らが、言葉に表せないうめきをもって執り成してくださる(ﾛﾏ 8:26)」。そうだ、私たちは旧約

詩人のようにうまく祈れない。詩人のように己が罪も見つめられない。だから「〝霊〟自らがうめい

て執り成して」くださる。つまり霊とは、執り成してくださるキリスト(ﾍﾌﾞﾗｲ 7:24~25)の聖霊だ。 

 大きく変動する世にあって人間はうめいている。環境破壊で被造物はうめいている(ﾛﾏ 8:22)。だか

ら聖霊自らが共にうめいておられる。現代のうめきは、教会にとって新たな創造の可能性なのである。 

不易を知らざれば基たちがたく流行を弁えざれば風あらたならず(芭蕉) 風(霊)あらたならずんば

流行に歿し且つ不易(神)の基ことわりを失う哉(不明)  思いのまま吹く聖霊とどこへでも出帆する 

先週に引き続き、讃美や信仰告白などは沈黙したまま唱えて下さい。しばらくの辛抱です。皆さん

の沈黙の讃美、キリストは微笑んで聞き届けて下さるでしょう。2/12(土)1:30～3:00 聖書研究会。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


